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館内にかかる丁吟の丁子花の商標を染め抜いた暖簾
　江戸時代からの豪商・小林吟右衛門家は「丁

ちょう

吟
ぎん

」と呼ば
れ、江戸や大阪で織物卸業や金融業を営み、現在のチョーギ
ンの前身。郷土館は、資料館と生活館に分かれ資料館では、
帳面類・看板など店の様子や商用具の展示や近江鉄道創設の
経緯や桜田門外の変に関する記録が展示。小林家当主の商訓
は、近江商人の一端を知るうえで興味深い。

近江商人郷土館前景

特別寄稿	 多事多難な幕末維新期を
	 生き抜いた近江商人（前編）

同志社大学名誉教授・近江商人郷土館館長　末永  國紀

所 在 地：東近江市小田苅町473
休 館 日：月、水、金曜日、冬季（12月１日〜２月末日）
営業時間：10：00 ～ 16：00
料　　金：大人500円、高中生300円、小学生100円
　　　　　団体割引は20人から（要予約）
駐 車 場：普通車10台、大型車２台
アクセス：JR琵琶湖線能登川駅からバス小田苅下車５分
　　　　　名神高速八日市 IC から15分
お問い合わせ先：TEL.0749-45-0002

近江商人郷土館
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１　

黒
船
騒
動

　

嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）六
月
三
日

（
西
暦
七
月
八
日
）朝
、
蒸
気
船
二
隻
、

帆
船
二
隻
か
ら
な
る
黒
塗
り
の
艦
隊

が
、
突
然
に
伊
豆
半
島
沖
に
あ
ら
わ

れ
、
相
模
湾
を
八
～
九
ノ
ッ
ト
の
高

速
で
突
っ
切
り
、
江
戸
湾
入
り
口
の

浦
賀
町
の
沖
合
に
停
泊
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の
東
イ
ン
ド
艦
隊

司
令
長
官
ペ
リ
ー
の
率
い
る
蒸
気
軍

艦
の
旗
艦
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号（
二
四
五

〇
ト
ン
）と
そ
れ
に
曳
航
さ
れ
る
帆

走
軍
艦
サ
ラ
ト
ガ
号（
八
八
二
ト
ン
）、

蒸
気
軍
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号（
一
六
九

二
ト
ン
）と
そ
の
帆
走
軍
艦
プ
リ
マ

ス
号（
九
八
九
ト
ン
）の
四
隻
で
、
大

砲
七
〇
門
を
装
備
し
た
ま
ま
、
江
戸

湾
入
り
口
ま
で
侵
入
し
た
。

　

旗
艦
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
は
、
当
時
の

最
大
の
海
軍
国
イ
ギ
リ
ス
に
も
な
い

よ
う
な
、最
新
鋭
の
軍
艦
で
あ
り
、日

本
の
も
っ
と
も
大
き
な
千
石
船
の
約

二
〇
倍
の
大
き
さ
が
あ
っ
た
。
ま
さ

に
、
巨
大
な
黒
船
の
襲
来
で
あ
る
。

　

ペ
リ
ー
は
大
統
領
フ
ィ
ル
モ
ア
の

国
書
受
理
を
求
め
た
が
、
江
戸
幕
府

は
そ
れ
を
拒
み
、
外
国
と
の
応
接
地

の
長
崎
へ
の
回
航
を
う
な
が
し
た
。

図２　黒船サスケハナ号
（『北亜墨利加合衆 国軍船一件』より）

図１　ペリー浦賀来航図（彦根城博物館所蔵　画像提供：彦根城博物館／DNPartcom）

多事多難な幕末維新期を
生き抜いた近江商人（前編）

し
か
し
ペ
リ
ー
は
そ
れ
を
拒
否
し
た

の
で
、幕
府
は
六
月
九
日
、浦
賀
近
郊

の
久く

里り

浜は
ま

で
国
書
を
受
け
取
り
、
ペ

リ
ー
は
翌
年
の
再
来
航
を
告
げ
て
浦

賀
を
去
っ
た
。

　

こ
の
黒
船
来
航
は
、
鎖
国
太
平
の

夢
の
中
に
あ
っ
た
全
国
民
を
一
挙
に

恐
慌
状
態
に
お
と
し
い
れ
た
。

　

陣
羽
織
異
国
か
ら
き
て
洗
い
張
り

　
ほ
ど
い
て
み
れ
ば
浦（
裏
）賀
大
変

　
具
足
よ
り
利
足
に
こ
ま
る
裸
武
者

　
す
ね
当
て
よ
り
も
お
手
当
が
い
い

　

こ
れ
ら
の
狂
歌
は
、
黒
船
騒
動
で

内
外
に
断
固
た
る
決
意
を
示
す
こ
と

の
出
来
な
か
っ
た
江
戸
幕
府
へ
の
失

望
と
同
時
に
、
支
配
階
級
の
武
士
へ

の
人
び
と
の
信
頼
が
薄
れ
て
い
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
れ
以
来
、
鎖
国
体
制
を
維
持
で

き
ず
、
和
親
条
約
を
結
ん
で
開
国
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
日
本
国
内
は
、
幕

末
維
新
期
の
大
動
乱
期
に
突
入
し
て

い
っ
た
。
こ
の
激
動
期
に
台
頭
し
た

近
江
商
人
の
一
人
が
、
愛
知
郡
小
田

苅
村
出
身
の
丁
子
屋
屋
小
林
吟
右
衛

門
家
、
商
号
、
丁
ち
ょ
う

吟ぎ
ん

で
あ
る
。

　

丁
吟
は
、天
保
二
年（
一
八
三
一
）

に
江
戸
日
本
橋
堀
留
町
に
呉
服
太
物

問
屋
を
開
店（
店
名
前
、丁
子
屋
吟
次

郎
）し
、
商
い
は
呉
服
方（
商
内
方
）

と
金
方（
為
替
方
）か
ら
成
り
立
っ
て

　今日の世界規模のコロナ禍は、すでに足かけ二年におよび、人びとの日常生活の鬱積には、
はかり知れないものがある。容易に先の見通せない時代であることが、社会に一層不安や
動揺、混乱をもたらしている。
　鬱屈の霧に包まれたような近頃の世相を、客観的に映し出す鏡の役割を歴史に求めるこ
とは、心の静穏をもたらす一服の清涼剤ともなるであろう。
　ほんの170年ほど前の黒船襲来に始まる幕末維新期は、四半世紀にも満たない短期間に、
疫病コレラの蔓延をはじめ多事多難な出来事が次々に突発生起した。そのなかを生き抜い
た先人、近江商人の足跡を史実に則してたどることにしよう。
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２　

安
政
の
大
地
震

　

安
政
二
年（
一
八
五
五
）一
〇
月

二
日
夜
四
ッ
時（
西
暦
一
一
月
一
一

日
、
午
後
一
〇
時
頃
）に
起
き
た
江

戸
大
地
震（
安
政
大
地
震
）は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九
の
直
下
型
地
震

で
あ
り
、
震
源
地
は
江
戸
の
真
下
に

あ
っ
た
。

　

異
常
な
く
ら
い
の
人
口
集
中
地
帯

で
あ
っ
た
江
戸
市
中
の
下
町（
町
人

居
住
地
）は
、大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

激
甚
な
被
害
を
受
け
た
の
は
、深
川
・

本
所
・
下
谷
・
浅
草
を
中
心
と
す
る
地

域
で
あ
っ
た
。
倒
壊
し
た
家
は
、
一

万
四
三
四
六
戸
に
上
り
、
地
震
後
に

発
生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
一
四
町

（
一
・
五
キ
ロ
）四
方
の
家
屋
が
焼
失

し
た
。
地
震
に
よ
る
死
者
は
、
七
〇

〇
〇
～
一
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
江
戸

近
郊
に
は
田
畑
に
山
や
沼
を
生
じ
た

と
い
う
。
水
戸
藩
士
の
藤ふ
じ

田た

東と
う

湖こ

が
、

母
親
を
救
お
う
と
し
て
小
石
川
の
水

戸
藩
邸
で
圧
死
し
た
の
も
こ
の
時
で

あ
る
。

　

江
戸
で
は
こ
の
大
地
震
の
直
後
か

ら
、
絵
入
り
の
号
外
で
あ
る
大
量
の

災
害
か
わ
ら
版
や
「
地
震
な
ま
ず

絵
」
が
出
版
さ
れ
た
。
グ
ラ
グ
ラ
と

揺
れ
て
家
を
圧
壊
し
、
火
事
を
発
し

て
総
て
を
灰
に
し
て
し
ま
う
地
震
は
、

地
中
の
大
な
ま
ず
が
暴
れ
て
起
き
る

も
の
と
の
俗
信
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
わ
ら
版
の
売
初
め
は
一
〇
月

四
日
で
あ
り
、「
地
震
火
事
方
角
づ

け
」
と
い
う
地
震
で
倒
れ
た
と
こ
ろ

や
出
火
場
所
を
示
し
た
方
角
づ
け
の

情
報
紙
が
争
っ
て
求
め
ら
れ
た
。
ま

た
、「
関
東
類
焼
大
地
震
」
と
題
す
る

か
わ
ら
版
は
、
寝
入
り
ば
な
を
地
震

に
襲
わ
れ
、
猛
烈
な
火
災
に
囲
ま
れ

て
逃
げ
場
を
失
っ
た
人
々
の
様
子
を

描
い
た
地
獄
絵
で
あ
り
、「
地
震
後
野

宿
の
図
」
で
は
、
大
地
震
を
生
き
延

び
、
類
焼
を
免
れ
た
人
々
が
、
余
震

が
続
く
の
で
、
家
か
ら
タ
タ
ミ
・
ふ

す
ま
・
し
ょ
う
じ
を
持
ち
出
し
て
野

宿
生
活
を
し
て
い
る
様
子
を
描
い
て

い
る
。

　

大
災
害
や
大
事
件
は
こ
の
種
の
印

刷
物
に
よ
っ
て
、
そ
の
つ
ど
津
々

浦
々
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
安
政
大
地
震
は
、
黒
船
の

来
航
や
外
国
と
の
和
親
条
約
が
相
次

い
で
結
ば
れ
、
人
心
の
動
揺
が
激

し
か
っ
た
時
期
に
起
こ
っ
た
た
め
、

人
々
に
与
え
た
衝
撃
は
強
烈
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
大
震
災
に
よ
る
丁
吟
江
戸
店

の
被
害
は
、
建
物
も
壁
も
屋
根
瓦
も

崩
れ
落
ち
、柱
ば
か
り
が
残
り
、天
井

は
空
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
店

の
中
央
部
分
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
ほ

図３　安政二稔十月二日夜亥刻　大地震焼失市中騒動図（東京大学地震研究所蔵）

ど
の
も
の
で
あ
っ
た（
以
下
、『
店
要

記
録
帳
』近
江
商
人
郷
土
館
蔵
）。
幸

い
に
も
、
ケ
ガ
人
は
な
く
、
と
り
あ

え
ず
商
品
を
六
艘
の
舟
で
桐
生
・
足

利
の
取
引
先
六
軒
へ
預
け
、
約
一
ヶ

月
後
に
は
仮
普
請
で
営
業
を
再
開
し

た
。

　

江
戸
店
の
本
格
的
普
請
が
完
成
し

て
、
安
政
五
年（
一
八
五
八
）一
一
月

一
九
日
に
引
っ
越
し
の
予
定
で
得
意

先
に
完
成
披
露
の
案
内
を
出
し
、
い

よ
い
よ
一
六
日
よ
り
品
物
を
運
び
込

も
う
と
い
う
前
日
の
一
五
日
、
ま
た

も
や
江
戸
の
大
火
に
よ
っ
て
新
築
の

江
戸
店
は
類
焼
し
、
大
見
世
・
土
蔵
・

台
所
・
仮
家
な
ど
す
べ
て
を
焼
失
し

た
。

　

こ
の
江
戸
店
の
普
請
は
、
地
形
・

石
据
・
木
口
・
瓦
等
を
厳
選
し
、
江

戸
一
番
と
の
う
わ
さ
も
た
つ
ほ
ど
念

を
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

一
夜
に
し
て
焼
失
し
た
だ
け
に
店
員

一
同
の
心
中
は
、「
誠
に
残
念
至
極
、

一
統
落
涙
つ
か
ま
つ
り
候
」
と
書
き

遺
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
火
事
で

も
幸
い
に
商
品
の
被
害
は
な
く
、
ケ

ガ
人
も
出
な
か
っ
た
の
で
、
丁
吟
で

は
再
度
仮
宅
を
設
け
て
再
建
に
努
め
、

文
久
元
年（
一
八
六
一
）六
月
に
新
築

引
っ
越
し
た
。

３　

安
政
の
コ
レ
ラ

　

江
戸
時
代
の
人
び
と
は
、
疫
病

（
流
行
病
）に
対
し
て
は
全
く
無
力
で

あ
っ
た
。
特
に
天
然
痘
や
麻
疹（
ハ

シ
カ
）は
恐
ろ
し
い
ウ
ィ
ル
ス
性
の

疫
病
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
大
流
行
し

た
が
、
安
政
五（
一
八
五
八
）～
六
年

に
か
け
て
は
新
し
い
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
疫
病
が
大
流
行
し
た
。
コ
レ
ラ
で

あ
る
。
当
時
の
人
び
と
は
、
短
期
間

で
絶
命
す
る
症
状
か
ら
、
コ
レ
ラ
を

コ
ロ
リ
、
三
日
コ
ロ
リ
、
ト
ン
コ
ロ

リ
な
ど
と
呼
ん
だ
。

　

元
来
は
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
河
流

域
の
地
方
病
だ
っ
た
コ
レ
ラ
は
、
西

洋
と
の
交
易
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、

世
界
的
な
規
模
で
流
行
を
繰
り
返
す

こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
に
は
じ
め
て

コ
レ
ラ
が
入
っ
た
の
は
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）八
月
下
旬（
西
暦
一
〇

月
中
旬
）の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時

の
流
行
は
、
長
崎
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

九
州
、
中
国
、
近
畿
地
方
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、一
〇
月（
西

暦
一
一
月
下
旬
）に
入
る
と
急
速
に

終
息
し
、
箱
根
を
越
え
な
か
っ
た
。

三
六
年
後
の
安
政
五
年
に
な
る
と
、

コ
レ
ラ
は
全
国
に
わ
た
っ
て
爆
発
的

に
大
流
行
し
た
。
こ
の
安
政
の
コ
レ

い
た
。
同
一
三
年
に
は
京
店（
店
名

前
、丁
子
屋
吟
三
郎
）を
六
角
通
柳
馬

場
堀
之
上
町
に
開
店
し
て
、
呉
服
太

物
・
紅
花
等
を
商
っ
た
。
小
田
苅
本

宅
と
江
戸
店
、
京
店
の
間
で
は
、
活

発
な
商
況
報
告
が
交
わ
さ
れ
た
。

嘉
永
六
年
六
月
の
黒
船
来
航
の
報
知

は
、
江
戸
店
か
ら
京
店
を
経
て
本
宅

へ
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
ペ
リ
ー
艦
隊
に
よ
る
翌
嘉

永
七
年（
安
政
元
年
）正
月
の
再
来
航

も
、
丁
吟
で
は
同
年
正
月
二
五
日
の

江
戸
店
徳
兵
衛
か
ら
本
宅
宛
の
書
簡

で
正
確
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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図４　コレラから回復した患者（『国史大辞典』6 より）

ラ
は
、
文
政
五
年
の
コ
レ
ラ
と
異
な

り
、
予
告
が
あ
っ
た
。

　

長
崎
に
滞
在
し
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学

を
学
ん
で
い
た
松
本
良
順（
後
の
初

代
軍
医
総
監
）は
、師
の
同
国
軍
医
の

ポ
ン
ぺ
か
ら
、「
上
海
で
は
コ
レ
ラ
が

大
流
行
し
て
い
る
新
聞
報
道
が
あ
る

の
で
、
や
が
て
日
本
に
も
伝
わ
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
は
こ
の
病

気
に
対
処
す
る
用
意
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。」、
と
の
懸
念
を
示
さ
れ
た
。
以

後
、
コ
レ
ラ
感
染
が
実
際
に
始
ま
る

と
、
ポ
ン
ぺ
と
そ
の
門
下
生
た
ち
は

治
療
に
全
力
を
傾
け
る
こ
と
に
な
る

（
山
本
俊
一
『
日
本
コ
レ
ラ
史
』）。

　

コ
レ
ラ
患
者
発
生
の
き
っ
か
け
は
、

安
政
五
年
五
月
二
一
日（
西
暦
一
八

五
八
年
七
月
一
日
）に
長
崎
へ
入
港

し
た
ア
メ
リ
が
軍
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号

で
あ
る
。
清
国
で
コ
レ
ラ
に
感
染
し

て
発
病
し
た
乗
組
員
が
い
た
た
め
に
、

コ
レ
ラ
が
長
崎
に
上
陸
し
た
の
で
あ

る
。

　

六
月
二
日（
西
暦
七
月
一
二
日
）に

は
、
長
崎
市
内
の
罹
患
者
は
三
〇
人

に
上
っ
た
。
そ
の
後
、
流
行
は
拡
大

し
、
六
月
下
旬（
西
暦
八
月
上
旬
）に

東
海
道
、
七
月（
西
暦
八
月
中
旬
）に

は
江
戸
に
到
達
し
た
後
、
八
月
上
旬

（
西
暦
九
月
中
旬
）に
は
全
国
流
行
の

様
相
を
呈
し
た
。
な
か
で
も
大
坂
の

流
行
は
、
八
月
中
旬（
西
暦
九
月
下

旬
）か
ら
激
化
し
た
。

　

当
時
の
江
戸
の
町
名
主
で
考
証
家

の
斎さ
い

藤と
う

月げ
っ

岑し
ん（

一
八
〇
四
～
一
八
七

八
）は
、著
書
『
武
江
年
表
』
と
い
う

江
戸
の
地
誌
の
な
か
で
、
こ
の
コ
レ

ラ
に
罹
患
し
た
患
者
の
症
状
を
「
即

時
に
嘔
吐
と
下
痢
を
も
よ
お
し
、
手

足
は
冷
た
く
し
び
れ
て
、
た
ち
ま
ち

絶
命
す
る
」
と
、
壮
絶
な
病
勢
を
記

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
レ
ラ
の
特
徴
は
、

病
状
の
急
速
な
進
行
性
と
致
死
率
の

高
さ
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
罹
患
者
の

大
量
死
を
も
た
ら
し
、
埋
葬
が
追
い

付
か
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
深
刻
な

混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
焼
き
場
で

は
火
葬
が
間
に
合
わ
ず
、
大
量
の
焼

け
残
り
が
出
た
。
夏
季
の
こ
と
で
も

あ
り
、
死
臭
が
た
だ
よ
う
の
で
、
つ

い
に
寺
社
奉
行
は
八
月
に
仮
埋
葬
の

許
可
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
コ
レ

ラ
に
よ
る
江
戸
の
死
者
数
は
確
か
な

こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
少
な
い
場
合

は
三
万
余
で
あ
り
、
多
い
場
合
は
二

六
万
余
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

黒
船
来
航
に
よ
る
開
国
と
、
そ
れ

に
と
も
な
う
開
国
と
攘
夷
の
政
争
に

加
え
て
、
安
政
の
大
獄
の
た
だ
な
か
、

大
地
震
に
つ
づ
い
て
疫
病
が
蔓
延
し

た
の
で
あ
る
。
医
者
も
コ
レ
ラ
の
病

因
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
た
ず
、
こ

の
社
会
不
安
の
な
か
で
流
言
飛
語
が

飛
び
交
い
、
迷
信
や
ま
じ
な
い
が
流

行
っ
た
。
例
え
ば
、
コ
レ
ラ
は
外
来

の
疫
病
と
い
う
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

た
の
で
、
そ
の
原
因
は
日
本
を
外
国

に
開
放
し
た
た
め
に
、
入
国
し
た
異

国
人
が
井
戸
に
投
げ
込
ん
だ
毒
物
に

起
因
す
る
と
し
て
、
異
国
人
迫
害
の

騒
動
が
起
き
た
。

　

コ
レ
ラ
が
流
行
っ
た
安
政
五
年
八

月
の
京
都
の
様
子
を
、
京
都
出
店
を

持
つ
小
杉
甚
右
衛
門
を
主
家
と
す
る

近
江
商
人
小
杉
元
蔵
の
旅
日
記
は
、

次
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
る（
佐
藤

誠
朗
『
近
江
商
人
幕
末
・
維
新
見
聞

記
』）。「
京
の
家
々
で
は
、
八
月
二

一
日
の
日
暮
れ
か
ら
夜
八
時
ご
ろ
に

か
け
て
、
門
口
に
南
天
の
葉
を
敷
い

て
小
糠
を
二
、
三
合
盛
り
、
小
糠
が

焼
け
切
る
ま
で
梅
香
を
た
い
た
。
誰

が
言
い
出
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

三
日
コ
ロ
ビ
病
が
来
ぬ
よ
う
に
と
の

ま
じ
な
い
だ
と
い
う
。
…
…
梅
香
を

た
い
た
家
か
ら
、
数
知
れ
ぬ
死
人
が

出
た
。
町
内
で
も
、
三
日
コ
ロ
リ
で

五
、
六
人
も
死
ん
だ
。
だ
が
、
梅
香

焼
き
を
し
な
か
っ
た
主
家
の
家
で
は
、

一
人
も
死
な
な
か
っ
た
。
誠
に
世
上

の
す
る
こ
と
は
、
あ
さ
ま
し
き
事
也

と
、元
蔵
は
感
じ
入
っ
た
。」（
同
書
）

　

翌
安
政
六
年（
一
八
五
九
）の
夏
に

も
、
コ
レ
ラ
は
流
行
り
、
疫
病
神
を

追
い
払
う
た
め
に
、
各
地
で
い
ろ
い

ろ
な
コ
ロ
リ
祭
り
が
催
さ
れ
た
。
元

蔵
の
日
記
は
、
京
都
で
の
コ
ロ
リ
祭

り
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。「
京
で
は
、御
千
度
参
り
の
踊
り

と
称
し
て
、
六
月
上
旬
か
ら
八
月
下

旬
ま
で
、
町
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
細

工
提
灯
を
と
も
し
、
も
の
す
ご
い
山

車
を
こ
し
ら
え
、
縮
緬
の
襦
袢
を
着

け
た
り
、
浴
衣
や
半
纏
な
ど
に
と
り

ど
り
の
模
様
を
付
け
た
り
、
若
者
や

子
ど
も
も
加
わ
っ
て
、
毎
夜
、
毎
夜

踊
り
な
が
ら
、
祇
園
社
の
牛
頭
天
王

に
参
詣
し
た
。
と
り
わ
け
七
月
二
五

日
ご
ろ
か
ら
八
月
二
日
ま
で
、
洛
中

は
皆
踊
っ
た
。
ま
た
上
京
は
御
霊
社

や
北
野
社
へ
、
下
京
は
稲
荷
社
へ
詣

で
た
。」（
同
書
）

　

丁
吟
で
は
、
安
政
五
年
九
月
五
日

発
信
の
小
田
苅
本
宅
宛
の
江
戸
店
書

簡
に
お
い
て
、「
先
月
か
ら
コ
レ
ラ
が

流
行
し
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
病
没
者

が
出
て
心
配
し
て
い
る
。し
か
し
、当

店
で
は
お
蔭
を
も
っ
て
一
人
の
罹
患

者
も
出
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
安
心

し
て
も
ら
い
た
い
。
い
ま
だ
少
々
は

コ
レ
ラ
の
病
人
は
あ
る
も
の
の
、
先

だ
っ
て
の
よ
う
な
流
行
は
薄
ら
い
で

き
て
い
る
」、
と
報
じ
て
い
る
。

　

翌
安
政
六
年
の
コ
レ
ラ
流
行
時
に

は
、
本
宅
の
あ
る
小
田
苅
村
で
も
七

〇
人
ほ
ど
の
コ
レ
ラ
患
者
が
発
生
し
、

そ
の
う
ち
一
〇
人
ほ
ど
が
死
亡
し
た

と
い
う
本
店
か
ら
の
書
信
に
対
し

て
、
京
店
側
が
悔
や
み
を
述
べ
て
い

る（
安
政
六
年
七
月
二
三
日
発
信
の

本
店
宛
京
店
書
簡
）。
ま
た
、
同
年
八

月
九
日
の
江
戸
店
在
店
中
の
当
主
二

代
目
吟
右
衛
門
か
ら
京
店
と
本
宅
へ

宛
て
た
書
簡
で
は
、
江
戸
店
で
も
コ

レ
ラ
患
者
の
出
た
こ
と
を
次
の
よ
う

に
詳
報
し
て
い
る
。「
当
店
の
店
員
に

も
六
人
の
コ
レ
ラ
感
染
者
が
発
生
し

た
が
、
下
し
せ
ん
薬
の
丸
薬
を
用
い

た
と
こ
ろ
、全
員
早
速
全
快
し
た
。
京

店
で
も
こ
の
薬
を
処
方
す
れ
ば
よ
い

と
思
っ
て
い
た
が
、京
店
で
は
一
人
の

感
染
者
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
安

心
し
た
。
当
地
で
は
コ
レ
ラ
病
人
の
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葬
式
が
毎
日
あ
る
の
で
、
と
り
わ
け

医
者
は
多
忙
で
あ
る
。
早
く
季
節
が

移
っ
て
、冷
気
が
も
た
ら
さ
れ
、流
行

病
が
治
ま
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
。」

４　

桜
田
門
外
の
変

　

安
政
五
年（
一
八
五
八
）六
月
一

九
日
の
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印
の

後
、
同
月
二
二
日
に
幕
府
は
諸
大
名

に
江
戸
城
へ
の
登
城
を
命
じ
、
勅
許

を
得
ず
に
調
印
に
い
た
っ
た
旨
を
説

明
し
た
が
、
同
月
二
四
日
、
徳
川
斉

昭（
水
戸
前
藩
主
）・
徳
川
慶
篤（
水

戸
藩
主
）・
徳
川
義
勝（
尾
張
藩
主
）

ら
は
井
伊
大
老（
彦
根
藩
主
）に
違

勅
の
罪
を
問
う
た
め
に
無
断
登
城
し

た
。
し
か
し
井
伊
は
逆
に
七
月
五
日
、

斉
昭
ら
を
押
し
か
け
登
城
の
罪
で
隠

居
・
謹
慎
な
ど
に
処
し
た
。

　

他
方
で
、
条
約
無
断
調
印
は
孝
明

天
皇
を
憤
慨
さ
せ
、
浪
士
た
ち
の
朝

廷
・
公
卿
へ
の
働
き
か
け
が
活
発
化

し
、
八
月
八
日
三
家
以
下
諸
大
名
の

「
衆
議
」
を
求
め
る
勅
諚（
天
皇
の
命

令
）が
幕
府
と
水
戸
藩
へ
下
さ
れ
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
九
月
、
京
都
で

浪
士
弾
圧
を
目
的
と
す
る
安
政
の
大

獄
が
は
じ
ま
り
、
吉
田
松
陰
ら
六
九

名
が
処
罰
さ
れ
た
。

　

条
約
調
印
に
つ
い
て
理
解
を
示
し

た
孝
明
天
皇
は
、
水
戸
藩
に
下
し
た

勅
諚
を
取
り
戻
す
よ
う
に
幕
府
へ
命

じ
た
。
水
戸
藩
主
の
斉
昭
父
子
の
処

分
直
後
か
ら
、
急
進
派
の
結
集
が
始

ま
っ
て
い
た
水
戸
藩
で
は
、
こ
の
勅

諚
返
納
を
め
ぐ
っ
て
藩
内
を
二
分
す

る
激
し
い
対
立
を
ひ
き
起
し
た
。
勅

諚
返
納
に
反
対
す
る
急
進
派
も
斉
昭

に
よ
る
解
散
命
令
を
受
け
入
れ
た
が
、

桜
田
門
外
の
変
は
、
返
納
に
あ
く
ま

で
も
反
対
し
た
水
戸
藩
脱
走
者
に
薩

摩
藩
の
有
村
次
左
衛
門
が
加
わ
っ
て

決
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
桜
田
門

外
の
変
の
斬
奸
状（
犯
行
声
明
書
）に

は
、
ペ
リ
ー
来
航
以
来
の
幕
府
の
諸

政
策
と
安
政
の
大
獄
に
よ
る
弾
圧
を

列
挙
し
、「
公
論
正
義
」
を
踏
み
に

じ
っ
た
井
伊
を
誅
伐
す
る
旨
が
記
さ

れ
て
い
た
。

　

安
政
七
年（
万
延
元
年
一
八
六

〇
）三
月
三
日
の
大
雪
の
朝
、
水
戸
・

薩
摩
の
一
八
人
の
浪
士
が
、
登
城
す

る
大
老
井
伊
直
弼
を
江
戸
城
桜
田
門

外
で
暗
殺
し
た
「
桜
田
門
外
の
変
」

は
、
同
日
夜
五
つ
時（
午
後
八
時
）に

手
紙
に
認
め
ら
れ
、
丁
吟
江
戸
店
か

ら
京
店
へ
仕
立
便（
臨
時
速
達
便
）で

通
報
さ
れ
た
。

　

コ
レ
ラ
禍
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、

丁
吟
の
江
戸
店
、
京
店
、
本
宅
で
は
、

病
死
者
は
一
人
も
出
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
第
一
報
は
三
月
七
日
午
半
刻

（
正
午
）に
、
わ
ず
か
三
日
半
で
丁
吟

京
店
に
到
達
し
た
。
当
の
彦
根
藩
で

さ
え
、
江
戸
藩
邸
か
ら
国
元
の
彦
根

城
へ
変
報
が
藩
士
二
人（
大
久
保
小

膳
・
高
野
瀬
喜
助
）の
早
駕
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
三
月
七
日

の
夜
半
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
丁

吟
の
情
報
入
手
の
迅
速
さ
は
際
立
っ

て
い
る
。

　

こ
の
変
報
は
、
八
日
に
は
彦
根
城

下
全
体
に
知
れ
渡
っ
た
。
彦
根
藩
で

は
、
藩
主
が
白
昼
に
公
道
で
暗
殺
さ

れ
た
と
あ
っ
て
は
、
お
家
の
取
り
潰

し
に
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た
の
で
、

当
座
の
体
面
を
重
視
す
る
幕
府
の
命

に
し
た
が
っ
て
直
弼
の
死
を
秘
密
に

し
、
一
旦
、
手
傷
を
負
っ
た
が
帰
邸

し
た
と
い
う
虚
偽
の
届
を
幕
府
に
出

し
、
同
月
二
八
日
に
病
状
が
あ
ら
た

ま
っ
て
死
去
し
た
と
報
告
し
た
。
し

か
し
こ
の
虚
偽
の
届
出
が
、
政
治
情

勢
が
変
わ
っ
た
後
年
に
、
彦
根
藩
処

罰
の
理
由
づ
け
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

幕
府
の
最
高
権
力
者
の
暗
殺
と
い

う
事
態
は
、
人
々
に
幕
府
の
支
配
者

と
し
て
の
権
威
が
地
に
墜
ち
た
こ
と

を
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

彦
根
藩
の
政
治
的
活
動
を
側
面
か
ら

支
え
る
と
い
う
藩
と
密
接
な
関
係
に

あ
っ
た
丁
吟
で
は
、
直
弼
暗
殺
の
報

知
を
受
け
て
、
即
座
に
約
一
万
五
九

〇
〇
両
を
当
座
の
資
金
と
し
て
彦
根

江
戸
藩
邸
へ
調
達
し
た
。

図６　かわら版　桜田門外の変（山名新聞歴史資料館蔵）

図５　小林吟右衛門画像（2代目）
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５　

和
宮
下
向

　

和か
ず
の
み
や
ち
か
こ
な
い
し
ん
の
う

宮
親
子
内
親
王
は
、
仁
孝
天
皇

の
第
八
皇
女
で
孝
明
天
皇
の
妹
に
あ

た
る
。
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）六
歳

の
時
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
と
婚
約

す
る
が
、
安
政
五
年（
一
八
五
八
）秋
、

日
米
修
好
通
商
条
約
の
条
約
勅
許
問

題
や
将
軍
後
継
問
題
を
め
ぐ
る
朝
幕

間
の
対
立
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
和

宮
と
一
四
代
将
軍
家
茂
と
の
婚
姻
論

が
幕
府
内
に
生
じ
た
。

　

孝
明
天
皇
は
、
有
栖
川
宮
と
の
婚

約
や
幼
少
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
一

旦
拒
否
し
た
が
、
国
政
上
の
大
問
題

は
朝
廷
に
奏
聞
し
て
決
定
し
、
公
武

一
体
を
図
る
と
い
う
岩
倉
具
視
の
献

策
を
容
れ
、
攘
夷
鎖
国
の
実
行
を
条

件
に
降
嫁
を
承
諾
し
た
。
降
嫁
承
認

の
具
体
的
条
件
は
、
幕
府
が
ア
メ
リ

カ
な
ど
五
ヶ
国
と
結
ん
だ
条
約
を
破

棄
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
老
中
ら

に
と
っ
て
一
旦
結
ん
だ
条
約
は
、
外

国
と
の
力
関
係
か
ら
し
て
も
、
ま
た

国
際
間
の
信
義
の
面
で
も
容
易
に
破

棄
し
え
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
幕
府
は
、
公
武
一
体
を

優
先
さ
せ
、
一
〇
年
以
内
に
交
渉
も

し
く
は
武
力
に
よ
っ
て
、
条
約
を
破

棄
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
万
延
元
年
一
〇
月
一
八
日

に
和
宮
降
嫁
の
勅
許
が
下
っ
た
。

　

翌
文
久
元
年（
一
八
六
一
）一
〇
月

二
〇
日
、
和
宮
は
京
都
を
発
ち
江
戸

へ
向
か
っ
た
。
宮
の
輿
の
警
護
に
は

一
二
藩
、
ま
た
沿
道
の
警
備
に
は
前

後
二
九
藩
が
あ
た
り
、
厳
重
な
警
戒

態
勢
が
敷
か
れ
た
。

　

数
え
年
一
七
歳
の
和
宮
の
心
境
は

道
中
に
詠
ん
だ
、
次
の
和
歌
に
滲
み

出
て
い
る
。

　

住
み
馴
れ
し
都
路
出
て
今
日
幾
日

　
急
ぐ
も
つ
ら
き
東
路
の
旅

　　

ま
た
、
美
濃
国
の
川
を
渡
っ
た
時
、

土
豪
の
馬
淵
某
か
ら
手
渡
さ
れ
た
一

葉
の
紅
葉
を
見
て
詠
ん
だ
歌
に
も
心

情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

　

�

落
ち
て
行
く

　
身
と
知
り
な
が
ら
紅
葉
葉
の

　
人
懐
か
し
く
こ
が
れ
こ
そ
す
れ

　

和
宮
の
江
戸
へ
の
行
程
は
、
浪
士

不
穏
の
情
報
が
流
れ
て
い
た
た
め
、

治
安
の
上
か
ら
中
山
道
が
選
ば
れ
た
。

下
向
の
日
取
り
が
決
ま
る
や
、
中
山

道
の
宿
駅
は
普
請
作
業
で
ご
っ
た
返

し
た
。
一
〇
月
一
九
日
か
ら
往
来
は

通
行
止
め
に
な
っ
た
。
中
山
道
の
貫

通
す
る
近
江
国
神
崎
郡
の
市
田
村
・

三
俣
村
に
は
、
街
道
筋
ば
か
り
で
な

く
、
村
内
の
道
筋
に
も
竹
矢
来
を
構

え
、
宿
駅
の
入
口
と
出
口
に
は
大
門

を
立
て
て
、
外
番
所
、
内
番
所
な
ど

と
厳
重
な
警
護
体
制
が
と
ら
れ
た
。

　

近
江
国
内
の
中
山
道
で
の
和
宮
の

行
路
は
、
二
二
日
に
守
山
宿
に
泊
ま

り
、
翌
二
三
日
は
守
山
宿
を
出
立
し

て
武
佐
宿
で
お
昼
、
愛
知
川
宿
で
泊

ま
り
、
二
四
日
朝
愛
知
川
宿
を
出
立

し
、
そ
の
日
の
柏
原
宿
泊
の
後
、
翌

二
五
日
に
柏
原
宿
を
発
っ
て
美
濃
国

へ
入
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

和
宮
江
戸
下
向
の
行
程
は
、
丁
吟

京
店
か
ら
江
州
の
小
田
苅
本
宅
に
連

絡
さ
れ
て
お
り
、
輿
入
れ
行
列
の
愛

知
川
宿
通
行
に
あ
た
っ
て
は
、
警
護

の
者
に
対
し
て
夜
具
そ
の
他
の
諸
道

具
の
貸
出
し
が
本
宅
へ
指
示
さ
れ
た
。

和
宮
の
愛
知
川
宿
泊
の
当
日
一
〇
月

二
三
日
に
は
、
京
都
か
ら
の
送
り
人

図７　和宮（『画報近代百年史』第一集より）
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天
誅
激
化

　

文
久
二
年（
一
八
六
二
）二
月
一

一
日
、
江
戸
城
で
将
軍
家
茂
と
和
宮

の
婚
儀
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
前
月
一

月
一
五
日
に
は
、
積
極
的
に
公
武
合

体
を
進
め
て
い
た
老
中
安
藤
信
正
が
、

水
戸
浪
士
に
襲
撃
さ
れ
て
負
傷
す
る

坂
下
門
外
の
変
が
起
き
た
も
の
の
、

公
武
合
体
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
幕

府
と
朝
廷
の
間
に
入
っ
て
発
言
権
を

強
め
た
の
は
薩
摩
藩
の
島
津
久
光
で

あ
っ
た
。
久
光
は
、
文
久
二
年
四
月

に
入
洛
し
、
有
力
諸
藩
の
衆
議
に
よ

り
公
武
合
体
を
実
現
し
、
幕
政
改
革

を
図
ろ
う
と
し
た
。

　

久
光
の
意
向
と
は
別
に
、
京
都
に

結
集
し
た
尊
攘
過
激
派
は
、
文
久
二

年
か
ら
三
年
に
か
け
て
幕
府
側
の
人

間
と
見
な
さ
れ
た
人
々
や
貿
易
商
人

た
ち
を
、
天
に
代
わ
っ
て
国
賊
を
殺

す
意
の
「
天
誅
」
と
称
し
て
次
々
に

暗
殺
し
て
い
っ
た
。
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
、

大
衆
組
織
を
持
た
な
い
政
治
運
動
の

手
っ
取
り
早
い
乱
暴
な
手
段
で
あ
る

こ
と
は
、
洋
の
古
今
東
西
を
問
わ
な

い
。
天
誅
の
最
初
は
、
文
久
二
年
七

月
二
三
日
に
京
都
の
四
条
大
橋
に
梟

首
さ
れ
た
九
条
関
白
家
家
臣
の
島
田

左
近
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
の
尊
攘
運
動
に
は
、
開

国
以
来
の
物
価
騰
貴
の
下
で
困
窮
す

る
都
市
住
民
へ
の
訴
え
が
含
ま
れ
て

い
た
。
両
替
商
、質
屋
、米
穀
商
、貿

易
商
な
ど
の
不
正
奸
曲
を
糾
弾
す
る

張
り
紙
や
投
げ
文
が
横
行
し
た
。
そ

数
二
七
五
四
人
、
幕
府
か
ら
の
迎
え

人
数
二
九
一
八
人
、
彦
根
藩
の
警
護

そ
の
他
の
九
八
八
人
の
総
勢
六
七
〇

〇
人
余
の
関
係
者
た
ち
が
、愛
知
川
・

中
宿
・
沓
掛
・
土
橋
・
山
塚
の
五
ケ

村
に
分
宿
し
、
多
い
家
で
は
一
軒
に

数
十
人
が
泊
ま
っ
た
。

　

こ
の
文
久
元
年
秋
に
は
、
京
都
の

両
替
商
伊
勢
藤
が
休
店
倒
産
し
、
預

金
者
の
四
〇
人
を
超
え
る
近
江
商
人

が
被
害
を
受
け
る
経
済
事
件
が
発
生

す
る
が
、
伊
勢
藤
事
件
の
対
応
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。
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の
言
う
と
こ
ろ
は
、
外
国
貿
易
に
従

事
し
て
巨
利
を
得
た
と
か
、
諸
品
の

買
い
占
め
を
は
か
っ
て
物
価
を
釣
り

上
げ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
貿
易
商
人
に
対
し
て
、
天
誅
に

よ
る
暗
殺
事
件
が
多
発
し
た
。

　

京
都
で
は
、
文
久
三
年
七
月
二
四

日
、
八
幡
屋
卯
兵
衛
の
首
が
三
条
大

橋
の
た
も
と
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
の

傍
ら
に
は
、
添
え
札
が
立
て
ら
れ
て

い
て
、
前
夜
不
在
で
あ
っ
た
た
め
に

難
を
逃
れ
た
丁
吟
京
店
の
丁
子
屋
吟

三
郎
、
布
屋
市
次
郎
と
彦
太
郎
父
子
、

太
和
屋
庄
兵
衛
に
つ
い
て
は
、「
追
っ

て
誅
戮
を
加
え
る
も
の
也
」
と
、
追

伐
を
宣
言
し
て
い
た
。

は
休
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
京
店
の
仮
宅
を
高
倉
通

御
池
下
ル
に
求
め
、
吟
三
郎
の
除
名

と
元
の
場
所
で
の
営
業
再
開
を
願
っ

て
、
諸
方
面
へ
働
き
か
け
る
過
程
で
、

尊
攘
派
の
政
治
結
社
学
習
院
へ
の
一

万
両
献
金
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。

　

文
久
三
年（
一
八
六
三
）八
月
一
八

日
の
政
変
に
よ
っ
て
、
公
武
合
体
派

の
薩
摩
藩
と
会
津
藩
の
連
携
が
成
立

し
、
尊
攘
派
の
三
条
実
美
ら
七
人
の

公
卿
と
長
州
藩
勢
は
長
州
へ
退
去
し

た
。
し
か
し
尊
攘
派
は
な
お
京
都
に

潜
伏
し
て
暗
躍
を
続
け
、
長
州
藩
内

で
は
急
進
派
の
京
都
進
発
論
が
有
力

に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
出
兵
計
画

は
、
元
治
元
年（
一
八
六
四
）六
月

五
日
、
京
都
三
条
小
橋
の
旅
籠
池
田

屋
に
集
ま
っ
て
い
た
尊
攘
派
浪
士
を
、

京
都
の
治
安
を
担
当
し
て
い
た
新
選

組
が
襲
撃
し
た
池
田
屋
事
件
に
よ
っ

て
、
一
挙
に
進
展
し
た
。

　

こ
の
事
件
へ
の
報
復
の
た
め
、
新

選
組
を
指
揮
し
た
会
津
藩
主
の
京
都

守
護
職
松
平
容
保
を
誅
罰
す
る
こ
と

を
名
分
と
す
る
長
州
軍
と
、
会
津
・
薩

摩
を
中
心
と
す
る
公
武
合
体
派
軍
の

軍
事
衝
突
が
、
元
治
元
年
七
月
一
九

日
の
禁
門
の
変（
蛤
御
門
の
変
）で
あ

る
。
戦
い
は
一
日
で
終
わ
っ
た
が
、市

内
の
大
火
災（
ど
ん
ど
ん
焼
き
）は
二

一
日
ま
で
続
き
、
市
中
の
焼
失
家
屋

は
二
万
八
〇
〇
〇
戸
に
も
お
よ
ん
だ
。

７　

禁
門
の
変

　

一
方
、
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）

に
公
家
の
子
弟
の
教
育
機
関
と
し
て

建
設
さ
れ
た
学
習
院
は
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）に
孝
明
天
皇
か
ら
「
学

習
院
」
の
扁
額
を
受
領
し
、
京
都
学

習
院
と
な
っ
た
。
学
習
院
で
は
、
桜

田
門
外
の
変
以
後
、
学
問
の
合
間
に

時
事
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）七
月
頃
よ
り
朝
廷
と
諸

藩
と
の
折
衝
の
場
と
な
り
、
京
都
に

お
け
る
尊
攘
思
想
の
温
床
と
化
し
て

い
た
。

　

文
久
三
年
二
月
、
当
時
横
行
し
た

張
り
紙
・
投
げ
文
な
ど
が
人
心
騒
乱

の
も
と
に
な
る
と
し
て
、
陳
情
建
白

の
類
を
学
習
院
で
受
理
す
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
尊
攘
運
動
の
浪
士
た

ち
は
こ
れ
を
利
用
し
て
学
習
院
へ
頻

繁
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
浪
士
の
行
動
は
、
当

時
の
生
活
苦
や
社
会
混
乱
に
対
す
る

不
安
や
不
満
に
応
え
る
も
の
と
し
て
、

京
都
市
民
か
ら
む
し
ろ
支
持
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
。

　

丁
吟
の
京
店
吟
三
郎
へ
の
天
誅
脅

迫
に
対
す
る
助
命
運
動
は
、
丁
吟
側

が
風
聞
を
た
よ
っ
て
河
原
町
の
長
州

藩
邸
へ
嘆
願
し
、
そ
の
指
示
に
よ
っ

て
学
習
院
と
の
接
触
が
生
じ
た
。
丁

吟
と
学
習
院
と
の
間
に
立
っ
て
献
金

一
万
両
に
よ
る
解
決
案
を
斡
旋
し
た

の
は
、
醍
醐
家
の
家
臣
板
倉
筑
前
介

で
あ
っ
た
。

　

学
習
院
は
長
州
の
尊
攘
派
と
一
体

で
あ
り
、丁
吟
の
一
万
両
は
、八
月
一

八
日
の
政
変
当
日
、
長
州
藩
邸
へ
持

参
を
命
ぜ
ら
れ
、
納
金
さ
れ
た
。
こ

の
政
変
後
、
学
習
院
の
関
係
者
は
長

州
へ
落
ち
の
び
、
九
月
一
〇
日
に
こ

の
金
は
長
州
藩
邸
か
ら
丁
吟
へ
預
け

金
の
形
で
返
却
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、

三
五
〇
〇
両
は
学
習
院
へ
納
付
さ
れ

た
が
、
京
店
の
元
の
場
所
で
の
営
業

再
開
は
実
現
せ
ず
、
吟
三
郎（
こ
と

源
治
郎
）は
所
期
の
目
的
を
果
た
せ

な
い
ま
ま
、
元
治
元
年
正
月
、
小
田

苅
で
病
死
し
た
。

　

丁
吟
京
店
は
、慶
応
三
年（
一
八
六

七
）六
月
に
仮
宅
の
高
倉
通
御
池
下

ル
亀
甲
屋
町
に
、
店
名
前
を
三
文
字

屋
万
次
郎
に
変
更
し
て
再
開
店
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。一
方
で
、献
金
問

題
は
落
着
し
な
い
ま
ま
、
成
立
し
た

ば
か
り
の
財
政
基
盤
の
脆
弱
な
明
治

新
政
府
か
ら
納
金
請
求
に
応
じ
て
支

払
わ
れ
、
他
の
富
豪
と
と
も
に
、
吟

右
衛
門
は
慶
応
四
年（
明
治
元
年
）四

月
、
明
治
新
政
府
の
財
政
調
達
源
で

あ
る
会
計
方
御
基
立
金
御
用
達
御
用

掛
に
任
命
さ
れ
た
。

　

こ
の
天
誅
脅
迫
を
受
け
た
「
丁
子

屋
吟
三
郎
」
と
は
、
丁
吟
京
店
の
店

名
前
で
あ
り
、
実
際
の
店
預
り
人
は
、

二
代
目
吟
右
衛
門
の
従
弟
、
源
治
郎

で
あ
っ
た
。
幸
い
命
を
奪
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
丁
吟
京
店

で
は
二
三
日
夜
押
し
入
っ
た
五
人
の

浪
人
の
た
め
に
帳
場
や
商
品
を
荒
ら

さ
れ
、
商
品
の
縮
緬
に
放
火
さ
れ
て
、

五
〇
〇
両
余
の
被
害
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
八
月
に
は
、
交
渉
相
手
も

不
明
の
ま
ま
、
吟
三
郎
助
命
を
嘆
願

し
た
張
り
紙
を
出
し
た
が
、
何
の
反

響
も
な
か
っ
た
。
暗
殺
の
恐
怖
は
続

き
、
ま
た
こ
の
不
慮
の
騒
動
が
町
内

に
か
け
る
迷
惑
を
考
慮
し
て
、
京
店
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本
年
の
総
会
で
は
琵
琶
湖
疏
水
遊
覧

を
企
画
し
て
い
た
の
だ
が
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
、
運
航
停
止
と
な
っ

た
。
ま
た
も
乗
船
の
機
会
が
遠
の
い
た

が
、
な
ん
と
も
致
し
方
が
な
い
。

　

オ
リ
パ
ラ
も
１
年
延
期
さ
れ
た
が
、

無
観
客
と
い
う
異
例
の
中
で
の
開
催
。

次
第
に
政
府
の
動
向
に
疑
念
が
募
る
ば

か
り
の
暑
い
夏
で
あ
る
。

　

世
情
不
安
定
の
中
、
思
い
が
け
な
い

事
態
に
遭
遇
し
た
時
、
は
た
し
て
先
人

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
、
こ

う
し
た
事
例
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
い
、

ご
多
用
の
と
こ
ろ
当
会
顧
問
の
末
永
先

生
に
、特
別
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。維
新

の
時
代
、
ち
ょ
う
ど
大
河
ド
ラ
マ
「
青

天
を
突
く
」
の
時
代
の
こ
と
を
本
号
で

は
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
状
況
は
異
な

る
と
は
い
え
、
現
代
も
多
く
の
活
動
が

大
転
換
す
る
中
、
は
た
し
て
コ
ロ
ナ
収

束
し
た
時
点
で
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

の
か
、
誰
に
も
予
測
が
つ
か
な
い
。
確

実
に
変
わ
る
と
予
測
で
き
て
も
そ
の
変

化
が
見
え
な
い
。
す
が
る
思
い
が
強
い

の
か
、
昨
今
「
三
方
よ
し
」
の
経
営
理

念
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
が
事
務
局

に
多
く
届
く
。
こ
う
し
た
追
い
か
ぜ
か

ら
の
本
号
の
発
案
だ
っ
た
。
続
き
は
年

内
発
行
予
定
号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
で
、
も
う
少
し
お
待
ち
願
い
た

い
。

て
ん
び
ん
棒

第
47
号
　
発
行
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
方
よ
し
研
究
所　

〒
５
２
２
︱
０
０
０
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滋
賀
県
立
近
代
美
術
館（
現

滋
賀
県
美
術
館
）、
彦
根
城
博
物

館
の
館
長
を
歴
任
さ
れ
た
石
丸

正
運
編
著
の
『
近
江
の
画
人
』

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
）で
は
、
近

江
の
画
人
の
特
徴
と
し
て
近
江

商
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

の
記
載
が
光
る
。
本
書
は
石
丸

さ
ん
の
指
導
を
受
け
た
学
芸
員

ら
の
近
年
の
研
究
が
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、「
商
い
と
文
化
の
伝

播
」
と
い
う
項
目
で
は
、高
田
敬け
い

輔ほ

、島
﨑
雲う
ん

圃ぽ

、小
泉
斐あ
や
る、島

﨑

玉
淵
、
野
村
文
挙
、
邨む
ら

松ま
つ

雲う
ん
が
い外

、

塩
川
文ぶ
ん

麟り
ん

、
野
口
小し
ょ
う
　
ひ
ん
蘋
、
野
口

謙
蔵
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

商
家
に
奉
公
後
に
画
家
と
し
て

大
成
し
た
山
元
春
挙
や
邨
松
雲

外
、
野
口
家
に
嫁
い
だ
伯
母
小

蘋
の
影
響
を
受
け
た
謙
蔵
の
よ

う
に
身
内
の
影
響
を
受
け
た
人

も
い
る
。
日
野
商
人
の
先
進
性
、

経
済
力
を
基
盤
と
し
た
高
田
敬

輔
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
範
囲

な
商
い
基
盤
の
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
て
い
る
。さ
ら
に
門

跡
寺
院
や
公
家
の
御
用
を
務
め
、

京
の
各
派
の
画
人
・
文
人
と
の

親
交
の
深
さ
が
興
味
深
い
。
作

品
の
紹
介
と
は
別
に
近
江
商
人

の
文
化
交
流
を
知
る
こ
と
も
で

き
る
好
書
で
あ
る
。

近
江
商
人
と
深
い
つ
な
が
り
の
近
江
の
画
人

島
㟢
雲
圃
、
山
元
春
挙
、
邨
松
雲
外

邨松雲外作「海浜図」６曲１双のうち（ツカモト資料館蔵）

　
三
方
よ
し
研
究
所
で
は
、こ
の
た
び
、「
お
は
な
し
近
江
商

人
」
と
題
す
る
出
張
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く

わ
か
っ
て
い
る
が
も
う
少
し
近
江
商
人
の
事
を
知
り
た
い
！

「
三
方
よ
し
」は
よ
く
聞
く
が
ほ
ん
と
う
は
ど
ん
な
こ
と
？
　

近
江
商
人
は
い
つ
頃
の
人
？
　
何
を
売
っ
て
い
た
の
？
な
ど

な
ど
、そ
ん
な
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
「
お
は
な
し
近
江
商

人
」
の
講
座
で
す
。

　
詳
し
く
は
三
方
よ
し
研
究
所
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

いつでも
どこへでも
出かけます わかりやすく

近江商人のこと
を紹介します

“
お
は
な
し
近
江
商
人
”
出
張
講
座
始
め
ま
す

新企画

三方よし研究所
 (sanpo-yoshi.net)

TEL.0749-22-0627
事務局：岩根順子

お問い合わせ先

令和３年10月３日㈰
９：30 JR能登川駅集合
15：45 能登川駅解散

4,000円
当日のバス乗車、昼食代金を含みます。
能登川駅までの交通費は各自ご負担ください。

・小泉重助家（東近江市五個荘山本）の
　見学と学芸員の解説

➡
・近江上布産業会館

➡
・愛知川ふれあい本陣の見学
　（能登川駅からすべてバスで移動）

小泉創業の地に学ぶ
三方よし講座開催のご案内

毎年大好評の三方よし講座、本年は小泉グルー
プ創業家「小泉重助」宅の訪問を中心に、愛知川
地区の近江商人ゆかりの地の見学を企画しました。

コロナウイルス禍につき今回は会員・賛助会員様だけが
対象となります

日　時

参加費

行　程


